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エイコ＆コマの映像作品にみる裸体の表象

酒　向　治　子（お茶の水女子大学）

　This study aims to discuss how naked body represented in Eiko & Koma’s video dances. Firstly, 
how they think of naked [or nude] body was discussed.   Secondly, the characteristics of their 5 
videodances such as Bone Dream, Lament, Husk, Undertow and Breath in which they performed in 
naked were analyzed in terms of time, space, body and camera editing/angles. 

　From the dance analysis, the continuity of time and space was cleared and also, it was distinct 
that naked body was partly cut and became abstraction in relation to camera editing/angles.  These 
characteristics reflected the concept of naked body which they regarded naked body should not be 

“sexual” but “sensual,”and their view of human and nature underlying the concept.  For Eiko & 
Koma, naked body is a landscape, and it is a vital tool to represent “the nakedness of nature.”

論文

I．序論

今日，裸体は絵画，写真，広告など多岐にわた
る視覚メディアにおいて，日常的に目にするもの
である。そしてそれらは，公共における猥雑性の
排除という文化規範の中で，常に「芸術か否か」
が問われている。20世紀半ばより幅広く発展を遂
げたコンテンポラリー・ダンスの分野においても，
劇場や映像用に創られたメディア作品において多
彩な裸体のイメージが生み出されてきた。それら
は，なまなましい性的リアリズムという点で猥雑
なポルノ的表現と紙一重になりかねない危険性を
常に有するものである。このような危険を引き受
けながら裸体にこだわる時，それは舞踊家にとっ
てどのような意味があり，どのような身体の提示
を試みようとしているのだろうか。

長らく裸体が重要なモチーフであった絵画はも
ちろん，写真などの視覚表現の分野では，おびた
だしい数の裸体像がその作り手のアプローチから
類型化され論じられてきた。1 ダンスもまた他の視
覚表現と同様に，裸体による作品を通じてその時
代時代の身体意識への挑戦を行ってきたと考えら
れる。裸体という切り口からダンスの解読を行う
ことで，裸体がいかに時代の新たな身体感覚や感
性の創出に関わってきたのか，さらに，他の視覚
芸術における裸体との比較を行うことで，ダンス
の特性とその輪郭を改めて浮き彫りにできるので
はないかと考えられる。

一口にダンスにおける裸体といっても，現在は
振付家の意図やアプローチは実に様々であり，百
花繚乱の呈をなしている。特に，1990年代以降
はメジャーなコンテンポラリー・ダンスカンパ
ニーのほとんどが裸体に着目しているといっても
過言ではないほど，裸体が溢れているといって
良い。しかし，それほど主要な表現手法になっ

ているにも関わらず，ダンスにおける裸体は作品
批評等において限定的に論じられるに過ぎず，包
括的な研究は行われてこなかった。ニューヨーク
タイムズの批評家であるK.ギアは2006年の“The 
Essentials of Dance”と題する批評において，多
くのアーティストの具体名を挙げながら，裸体は
もはや見慣れたものであり，皮膚自体が衣装に
なっていると述べた。そしてその現象は「裸体が
現れ始めた1960年代の性的解放でもなく，80年
代における政治的抵抗の手段でもなく」2，人間に
とっての何か本質を顕わにするための手段である
という考えを提示している。しかし，本来このよ
うな経時的観点からのダンスにおける裸体の変遷
と分類は，あくまで個々の作家の裸体へのアプ
ローチを十分に比較検討した上でのみ初めて可能
となるものである。そしてその為には，個々のアー
ティストの裸体観や舞踊観といった思想面はもち
ろん，その作品における具体的表現方法について
詳細に検討を行い，それらのデータを積み上げて
いくことが不可欠であろう。

そこで本研究では，ダンスにおける裸体表現を
考える第一歩として，尾竹永子（エイコ）と尾竹
隆（コマ）とによるダンスユニット，エイコ＆コ
マ（Eiko&Koma）の裸体作品に着目した。その
理由は，彼らは俗名“天才賞”とよばれるマッカー
サー賞をはじめ，第一級と認められたアーティス
トのみに与えられる数々の賞を受賞し，米国のダ
ンス界で極めて高い評価を受けてきたこと，そし
てその表現の核に裸体があるという点である。3 彼
らは1976年以降米国ニューヨークを拠点に活動を
続けており，裸体の作品を発表したのは80年代に
入ってからである。ボディ・ペイントをはじめ，
多くの衣装を試行錯誤した結果たどりついたのが
裸体であった。4 1983年にはじめて作品中の一部分
裸体になるGrain（1983）を発表した翌年，全編
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を通しての裸体作品Night Tideを発表した。それ
以降現在に至るまで裸体の作品を発表しており，
主要作品の３分の１が裸体作品となっている。5

エイコ＆コマに関しては，土方巽や大野一雄に
師事してきた経歴や，極度に抑制した動きの特徴
などから，舞踏の系譜に連なるアーティストとし
て認識されることが多い。6 その高い知名度にも関
わらず，彼らに関する学術的な研究は皆無である。
新聞や雑誌において，作風の特徴が評されること
はあっても，彼らの舞踊の全体像を探るような踏
み込んだ議論がなされたことはない。また，裸体
という観点からも，新聞・雑誌の作品批評でその
断片が読み取れるにすぎない。批評家のL.ベラン
は1984年のアメリカン・ダンス・フェスティバル
で上演されたGrainについて，「私たちのほとん
どは舞台での裸体―特に床に寝ころぶエイコのよ
うなやり方で―を見たことがなく」7 強い衝撃を
受けたと述べている。同様に，批評家のK.D.アリ
エルは，Grainが人生を変えるほどの体験として，
マーサ・グラハムの作品と並び人生における上位
5作品に入る芸術的出会いだったとしている。8 批
評からはエイコ＆コマの裸体作品が驚きを持って
受け止められた事は伺えても，その表現の詳細は
不明瞭なままである。

そこで本研究では，第一に文献研究によって作
品の背景となるエイコ＆コマの裸体観や舞踊観を
明らかにする。その上で，第二に作品分析を通じ
たエイコ＆コマの裸体作品の特性を明らかにする。
ダンスにおける裸体の表象についての洞察を得る
ことを目指し，文献研究と作品分析の両方からエ
イコ＆コマの裸体アプローチを論じていくことを
本研究の目的とする9。

II．研究方法

１．文献研究
エイコ＆コマのダンスに関しては，前述の通り

学術的先行研究がないため，新聞・雑誌の批評記
事の他，エイコが執筆したエッセイを参照した。
しかしそれだけでは彼らの思想を知るには不十分
であったため，エイコを招いたワークショップ，
講演会を行い，その内容を分析データとした。10

また，2006年から現在に至るまでに，断続的なイ
ンタビューを行った。インタビューは，フォーマ
ルなものに加え，インフォーマルな会話で得た内
容も本人の同意を得た上で分析データとして活用
した。

エイコは雄弁なアーティストであり，2007年
には修士論文をニューヨーク大学に提出してい
る。11 エイコ＆コマは常に徹底的な議論によって
創作を進めるが，対外的にはエイコがエイコ＆コ
マの活動について語ることが多い。そのため本研

究においても，必然的にエイコの言説を参照する
機会が多くなった。長年共に創作活動を行うコラ
ボレーション・アーティストたちに多く見られる
ように，互いに触発され思想的に影響を受け合っ
ていることから，もはやどこまでが個人の意見か
特定するのが難しいことがある。しかし，本来で
あればエイコとコマの言説は慎重に検討し，その
差異を把握していかなければならないだろう。こ
れは今後のエイコ＆コマ研究において重要な課題
になると思われる。本研究は，このようなデータ
上の限界を踏まえつつ，エイコ側から照射したエ
イコ＆コマ象を手掛かりに考察を進めるものとす
る。

２．作品分析
（１）分析の対象作品
エイコ＆コマは，1980年代には，映像のために

振り付けた作品（通常「フィルム／ビデオダン
ス（film ／ videodance）」と呼ばれる映像作品）
も手掛けるようになった。その背景には，彼らが
ダンス活動を幅広く伝える手段として，映像とい
うメディアの有効性に着目したことがある。映像
作品は，劇場作品に比べて，地域・社会の階層的
にもダンスに馴染みのない観客の目に留まる機会
を各段に増やす。つまり，劇場作品とは異なる世
界を追究するというより，映像制作の主要な動機
としてその映像のもつ利便性に目をつけたのであ
る。従って，映像作品への取り組みは新たな冒険
でありつつも，その根幹は劇場作品のなだらか
な延長線上にあるといってよい。12 映像作品は現
在（2009年３月の時点）まで７作品あり13，その
うち５つが裸体作品である。Bone Dream（1985），
Lament（1986），Undertow（1988），Breath（1999） 
の４つが全裸による作品であり，Husk（1987）
の1作品が半裸による作品である。14

エイコ＆コマは通常，振り付け，衣装舞台美術
や音楽など作品に関わる全ての要素を二人のコラ
ボレーションによって行う。映像作品においても，
撮影される側（ダンサー）と撮影側（カメラ）を
分断せず，撮影中複数のモニターを周りに設置
し，フレームへの出入りや全体のバランス，動き
を確認し工夫しながら自ら動くという，ダンサー
兼映像編集者／演出家の役割を同時にこなしてい
る。15　撮影者の主観が反映される舞台の記録映像
と比べて，映像作品には彼らの舞踊観が明確に反
映されていると思われた。従って本研究では，分
析対象を裸体の映像作品に限定し，上記5つの作
品を分析対象とした。

（２）作品分析の方法
本研究ではエイコ＆コマの裸体映像作品の特徴

を明らかにするために，作品全体（総時間）を分
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析対象として，時間・空間・力動性・身体の側面
からの分析を行った。分析方法には，ラバンの身
体運動理論をもとに分析法としての研究が進んで
いるLMA（Laban Movement Analysis）16 に着目
し，中でもLMAの専門家であり，1980年代にい
ち早くLMAを活かしたダンススタイル分析法の
開発に着手したV.マレティック（Vera Maletic）
の理論を参照した。17　また，本研究の分析対象は
映像作品であるために，これに加えてカメラのア
ングルと編集効果について検討を行うことにした。
具体的には，カメラのアングルとして，①被写体
をとらえるカメラの向き（見下ろすアングルを「ハ
イ」，見上げるアングルを「ロー」）と，②カメラ
と被写体との距離（これは被写体との距離が近い
順に４段階（クローズ・アップ，アップ，ミドル・
ショット，ロング・ショット）18 の二つの点から
分析し，作品における出現率を算出した。

III．結果

III-1．文献研究結果：エイコ＆コマと裸体

１．人間を解放する手段としての裸体
通常「裸」という言葉で想起するのは，人間の

裸であるが，エイコ＆コマにとっての裸は特に人
間に限ったものではなく，石や山など自然界のあ
らゆるものの姿である。そして人間もまた文化的
記号の象徴である衣服を取り去ることによって，
これら自然界のものと同次元の存在になると考え
る。エイコは「男である，女であるという事も忘
れたい。木とか魚とかになりたい」19と述べ，自
然の裸性について次のように語っている。

魚屋にいけば魚がいっぱい並んでいる。魚
は洋服を着ていない。スーパーにいくと
切り身になってパックされて売られてい
る。あれが洋服だと思うんですよね。魚に
とっては。まあ死んでからですけど。いけ
すなんかでも魚が泳いでいる。石も裸であ
る。山も裸ですね。海も。火も裸です。葉っ
ぱが落ちたりします。でもそんなの鬚が伸
びたりするのと同じです。そんな風に，人
間であることを否定するのではないけれど，
もう少し幅広い中で，ときたま人間である
ことを忘れるような，ちょっと猿だった時
のことを思い出したり。もしかしたら生ま
れる前に熊だったかもしれない。そのよう
な線で衣装も考えるし，裸も考える。20［下
線筆者］

この点について，コマもインタビューの中でエイ
コに同意しつつ，次のように述べている。

エイコは「ダンスをする欲求の一部は，人
間であることから解放されることだと思っ

ているので，植物や動物のように踊りたい
と常に思っています。私たちは表現したい
と思っているわけではなく・・・」と述べ
たところ，コマはこの考えを次の言葉で締
めくくった「人間の感情をね」。コマはま
た「私たちは植物や人間や山と同じです」
と述べた。21［下線筆者］

彼らが裸体についての言及する際に，頻出するの
が「人間であることを忘れる（解放する）」とい
う言葉である。また，「身体を風景に戻す」とい
う言葉を「身体は風景であり，風景は身体である”
body is a landscape and landscape is a body”」22 

というフレーズで繰り返し語る。彼らにとっての
人間が裸になるということは，性的な意味をもつ
のではなく，様々な社会的コード，過剰な文化の
網に縛られた身体をもう一度自然に，風景に戻す
という意味をもつ。それは，地上の覇者としての
特権的な位置付けから人間を解放し，生物・無生
物を問わず自然界のあらゆるものと同じ次元で人
間の身体を見直すためのアプローチでもあるとい
える。

２．自然に調和する裸体の二つの側面：「無防
備なからだ」と「センシュアルなからだ」

裸体について語るエイコの言葉から，さらに自
然の一部としての裸体を通して追求する二つの方
向性が読み取れる。一つは自然の覇者としての強
い姿ではなく，弱く，情けなく，だらしない「無
防備なからだ」である。彼らが思い描くのは，「本
質的に人間が動物に恐れを抱いていたときの，人
間がもっと命におびえていた時の，そういう時の
情景」23 であり，そこに現れる無防備なからだで
ある。もう一つは，生物としての人間の肉体の
美しさである。エイコはそれを「セクシュアル

“sexual”」ではなく「センシュアル“sensual”」
という言葉を使って説明する。
「センシュアル」とは通常日本語で「官能」と

訳される。それは感覚器官を通して得られる快さ
を意味するが，日本では通常「官能小説」という
言葉にも表れているように，特に肉体的，性的快
感を指して使われる場合が多い。しかし，彼らに
とって「センシュアル」は，sensualの基盤であ
る“sense”，五感によって感じるという意味合い
が強く，より幅広い意味での感覚的な快さを意味
する。エイコはあえて「センシュアル」を定義づ
けるとしたら，「五感が呼んだり呼ばれたりする
こと」24 であると述べている。学生を対象にした
ワークショップ形式の授業の中で“sensuality”
と“sexuality”の違いを次のように説明した。

“sexuality”って言葉知ってる？ sexに関
する感覚はsexuality．

“sensuality”って言葉知ってる？「あの人
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センスいいね」って日本語じゃ簡単に使う
けれども，感性。感性。その感性って言う
のは全てに対する感じる気持ちですね。当
然sexも感じないと意味ないので，sexも
入ってるんですけど，食べる，聞く，見
る，またそういうことの動詞を抜きにし
ても感性ってものがいっぱいあると思う
んですね。その感じ，senseに関わる気持
ち が“sensuality”，sexに 関 す る も の が 

“sexuality”。25［下線筆者］
エイコによれば，人は日々の生活の中で様々な「セ
ンシュアル」なものを体験する。

新しい葉っぱが出てきたときはすごくセン
シュアルですよね，それから金魚なんかも
すごくセンシュアルですよね。魚屋さんに
いってもありますよね。センシュアリティ
というものが限りなく広がっているもので
……。26

彼らは「裸をショックなものとして提出するので
も，挑戦的なものとして提出するのでも」27 なく，
人間を解放する手段と見なす。そしてそれは弱く
だらしない無防備な身体を提示し，木の葉や魚と
同様の「センシュアリティ」を喚起する手段なの
である。

III-2．作品分析結果
表１は，分析作品の概要を示している。分析

対象となる映像作品は全てNational Endowment 
for the Artsをはじめとする助成金によって製作
されている。最初の裸体の映像作品であるBone 
Dreamは映像の特性を探りながら撮影を進めた
習作というべきものであり28，唯一1990年代に創
られたBreathは最も予算をかけた大掛かりな作品
になっている。

表２はＶ.マレティックのダンススタイル分析
法に基づく分析結果であり，図１～図３はカメラ

表２　Ｖ.マレティックのダンススタイル分析法に基づく分析結果

１．時間性（Tempolarity）
①全体の時間構成：連続的（Sequential）
②動きのリズム―音楽との関係：自由リズム（Free rhythm）

２．空間性（Spatiality）
①フロアー・パターン→移動することに重点がない
②シェイプ：三次元（Curving）（ツイストなど３次元的な動きが強調されている）
③方向性（Orientation）：多次元

３．力動性・エネルギー（Dynamic/Energy）
①全体のエネルギー構成：未完了相（Atelic）→一定のエネルギーレベル
②フレーズにおけるエネルギー構成→平坦なエネルギーレベル（even phrase）
③エフォートパターンによる力動性（SWTF components）

※力性ファクター（light），時間性ファクター（sustained）
と流れファクター（bound）・空間性(indirect)ファクターとの関連

４．身体（Body）
①動きの始動部位（Body Initiation）：複数（multiple）
②身体の関わりかた（Body Participation）

身体全体（whole body）［Postural］と部分（isolating particular areas）
［Gestural］の両方。

③身体の流れ：連続的（Successive）
④身体動作：ジェスチャー（gesture）

図１　作品における編集効果の分析結果



－29－
『舞踊學』第32号　2009年

のアングル及び編集効果の分析結果である。以下
では，これらを総合して浮かび上がる「時間性・
力動性・空間性における連続性」と「身体の多面
性」について述べる。

１．時間・力動・空間的側面における連続性：
（１）時間的側面における連続性
５作品のうち，Breath（約15分）以外は10分以

内の作品時間である。エイコ＆コマの映像作品で
は，音楽は編集段階で挿入される。それらの音楽
の特徴としては，虫や風の音など自然音に近いも
のや（Husk，Undertow，Breath），Bone Dream，
Lamentにおけるフィル・リーやカルマ・モフェッ
トによる持続的な音楽である。

また，映像の時間的特性として，ショット（映
像の最小構成単位）の切り替えが少ないことが挙
げられる。図１は５作品の時間構成における編集
効果の時間を抽出し，その内容を表したものであ
る。顕著であるのは，５作品の80％以上が「編集
なし」で構成されている点である。Breathは最も
編集にこだわった作品とされているが，それで
も編集が行われているのは作品全体の15%にすぎ
ない。そして，編集効果もわずかフェードイン，
フェードアウト，オーバーラップ，クロスフェー
ドの4種類のみであり29，複雑で技巧的な編集は
極力排除されている。これらの4種類はどれも時
間をかけて切り替える編集効果であり，ショット

の切り替えによって生まれるカメラの外的リズム
が抑えられている。つまり，カメラの内側，映し
出されている世界の時間的な流れが途切れないよ
うに創られている。
（２）力動的側面における連続性
作品の構成及び動きの面において，終始緩急を

おさえた一定のエネルギーレベルを維持している。
被写体である身体の動きは，エフォートでいうと

「軽い（light）」（力性）・「持続的（sustained）」
（時間性）30・「拘束的（bound）」（流れ）と特徴づ
けることができる。体の動きが決して止まること
なく，そして周囲の水や土や葉を確かめるように，

「持続的」に動いている。
（３）空間的側面における連続性
映像の編集効果を分析した結果，５作品全て

フェードインにはじまりフェードアウトで終わる
構成となっている。Lamentでは水をはった暗い
抽象的な場，HuskやBreathでは森の中のような
風景（葉，土）など，彼らが「環境」31 と呼ぶ延々
と続くような情景が設定されている。Huskでは
木の葉が散る状況の中に横たわったエイコが，こ
の葉が風で吹かれる中動き続ける。Breathでは，
土の中に横たわったエイコが動く。これらの作品
では共に葉や土などが体の部分を覆い，カメラの
フレームを超えて広がるような拡張的な場の連続
性は，フェードイン・フェードアウトという編集
効果によっても高められている。つまり，見る者

図２　被写体を撮る位置の分析結果

図３　被写体との距離の分析結果
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に既にそこにあった風景の一部を覗き見たかのよ
うな錯覚をおこさせる空間構成である。

２．身体的側面における多面性：
（１）身体の動きの多面性
表２にあるように，身体の動きの始動部位は

複数あり，身体は部分から全体，全体から部
分，また動く部分も多様に変化しながら動いて
いる。32 特に足，指，首筋，背骨など，普段意
識しづらい身体部位が映し出され，時に様々
な部位がそれぞれに関わりあう（図５，図６）。	

（２）カメラによる多面的身体の前景化
カメラの内側の身体は，その姿勢そのものが非

日常的である。人間の象徴ともいえる立位姿勢や
歩く姿は描かれない。Lamentでは決して手足が
床から離れず，その姿は四本足の動物を思わせる

（図７）。図８のLamentの冒頭の場面が典型的で
あるように，後ろ向きの背中が印象的なショット
が多く，身体を正面から捉える構図は全作品を通
して一度も出てこない。HuskやBreathでは，土
や葉の中にうごめく虫のように横たわりゆっくり
と動く（図９・図10）。

被写体を捉える高さを分析した結果，エイコ自
ら意図的に通常と異なる高い位置からの（ハイ）
アングルに挑戦したと語るUndertow（図11）以
外の４作品は，圧倒的に下からの（ロー）アング
ルを採っていることが明らかとなった（図２グラ
フ）。33　たとえばBone Dreamでは，顔がなく臀部
が上になった胴部をローアングルから撮った場面
がある。もはや人体には見えないような不思議な
体の表情を醸し出している（図12）。床に這いつ
くばった身体部位を下から見上げるようなアング
ルでとらえることによって，身体の多面性を引き
出し，通常の身体感覚から乖離した，異質なもの
へと変貌させている。

図４　Breath

図５　Bone Dream 図６　二つの重なりあう身体（Undertow）

図７ 水をはった床の上を動く（Lament） 図８　冒頭の後ろ向きの姿（Lament）
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また，カメラは被写体をとらえる高さだけでは
なく，その距離との関係においても，身体の多面
性を引き出すものとなっている。図３のグラフは，
５作品を被写体の撮影サイズ（カメラとカメラの
距離）を４段階で分析した結果である。身体全体

（頭から足先まで）がカメラのフレーム内に収ま
るサイズをロング・ショットとすると，ミドル・
ショットは通常バスト・ショットとも言われる上
半身がフレーム内に収まるサイズである（図13）。
アップ・ショットは身体の一部を接写したもので

あり，クローズ・アップはさらに至近距離で身体
をとらえたショットである（図14）。Lament以外
の作品ではロング・ショットの割合が少なく，体
の一部を映すショット（ミドル・ショット／アッ
プ・ショット／クローズ・アップ）が高率になっ
ている。ミドル・ショット（Bone Dream：79%，
Undertow：47％，Breath：54％），アップショッ
ト（Husk：70％，Undertow：53％）の数値が高く，
クローズ・アップは全作品において10％以下，ロ
ング・ショットはLament（65.6％）とBreath（27％）

図９　枯葉の中を背中で動く（Husk） 図10　うつ伏せ（Breath）

図11　上から見下ろすハイ・アングル
（Undertow）

図12　身体の上下の逆転（Bone Dream）

図13　ミドル・ショット（Bone Dream） 図14　クローズアップ（Husk）
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以外の３作品では０%となっている。つまり，身
体に最大限迫ったクローズ・アップは数値的に
は高くないものの，基本的にはミドル・ショッ
トとアップショットという身体の一部に迫るカ
メラワークになっていることが明らかとなった。	

IV．考察

本研究では，まず文献研究によって，裸体が弱
く無防備な身体，そして肉体そのもののセンシュ
アルな美しさを提示する手段であり，人間を解放
するための重要なアプローチと見なしていること
を導き出した。

次に作品の映像分析によって，「時間・力動・
空間的側面における連続性」，「身体的側面におけ
る多面性」という大きな二つの特性が明らかに
なった。一つ目の「時間・力動・空間的側面にお
ける連続性」に関しては，非常にゆっくりとした

「動いてないような動き“motionless motion”」
がエイコ＆コマのダンスの特徴的な要素であるこ
とは，これまで多くの批評で指摘されてきた。34

一見すると止まっているかのような非常にゆっく
りとした連続的な動きは，５作品の全てにおいて
顕著な特色として表れていた。そして，本研究の
映像分析によって，動きだけではなく，映像の編
集による空間や音の側面においも連続的な身体の
動きを妨げないように工夫されていることが明
らかとなった。35 短いショットの技巧的な編集は，
見る者の集中を阻害しかねないものとして，極力
抑えられていた。つまり，全てが一体となって，
途切れることなく静かにゆっくりと移りゆく世界
を作り上げているといえる。

また，映像分析より明かとなった二つ目の特
性「身体的側面における多面性」については，カ
メラとの関係における身体の姿勢，そして身体を
とらえるカメラの距離やアングルにおいて，舞台
では見えない身体の動きを巨視化し，微細で多元
的・多層的な身体像を浮き彫りにしていた。これは，

部分を切り取るというカメラの特性を活かしたも
のである。そこに現れる裸象は，見る者の日常的
な身体感覚を根底から揺さぶり，新たな身体像を
突きつけるものである。一つ目の特性である「時
間・力動・空間的側面における連続性」は，この
多面的な身体を際立たせるための演出的アプロー
チになっているともいえるだろう。

以下では，このようなエイコ＆コマの映像作品
における裸体像について議論する。

自然と調和した裸体
作品分析では，カメラのアングルや身体の姿勢

によって，多面的な身体像を浮き彫りにしている
ことが明らかであった。通常裸体をモチーフにし
た絵画やヌード写真では，胸や陰部など性的特徴
を露わにするような正面を向いた構図が多用され
るが，エイコ＆コマの作品ではそれを避けるかの
ように背面が頻出する。カメラのアングル，身体
の向き，動き，さらに葉や土などの舞台美術を巧
みに使って性的特徴を消しており，造形的に抽象
化されたものとなっている。

一方で，こうした抽象化された非日常的身体は，
機械的・無機的なものでもない。性的ではない
が，触覚を刺激するような質感に溢れている。普
段意識化されにくい手や足をクローズ・アップで
捉え，肌のなめらかな質感を浮かび上らせている。
Bone DreamやUndertowにおいて顕著であったよ
うに影は重要な演出要素であり，舞台美術によっ
て身体に陰影をつけることによって特に身体の皮
膚やその形状を前景化している。例えばLament
における体から滴る水の流れ，HuskやBreathに
おける体にまとわりつき，肌にすいつくような木
の葉や土など，どれも体の動きと同様に非常に
触感的である（図15，図16）。HuskとBreathでは，
造形的に抽象化された身体が土や木の葉などと同
次元で，自然と調和し自然の風景に溶け込むよう
な形で描かれている。裸体によって人間の身体を
風景の一部に戻すというエイコ＆コマの考えは，

図15　手から水が滴る（Lament） 図16　葉が足を触る（Husk）
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緻密に計算されたカメラワークによる身体の部分
化と，五感にうったえるような演出によって具現
化されているといえるだろう。

裸体を自然の風景に溶け込ませるアプローチ
は，純粋造形主義の影響下にあった20世紀のエド
ワード・ウエストン，ビル・ブラントといった
ヌード写真家たちの裸体の造形的抽象化の試みと
共通する部分が多々ある。彼らは当時主流であっ
た絵画的な規範への追従を脱し，写真でしかなし
得ないヌード表現を追究していた。有名なビル・
ブラントの「パースペクティブ・オヴ・ヌード

（Perspective of Nude）」シリーズでは，女性の
裸体をカメラの操作によって切り取り，オブジェ
として提示している。その写真の多くが海辺や土
など自然の風景に溶け込むような形で撮られてい
る。

多木浩二は著書『ヌード写真』において，ビル・
ブラントの『風景とヌード』に関して「身体（ほ
とんどは女性の身体）を裸にして撮影するが，あ
くまでその形態の美を問題にする『芸術的』なヌー
ド写真を求める方向であった」36，また「たしか
に女性の身体らしきものを撮りながら，もはや性
を主題にしようとはしなかったといってもよかろ
う。彼はそのとき女性の身体全体を見せようとは
していなかったし，極端にクローズ・アップして
部分だけを抽象的な画面に構成するか，あるいは
風景の一部して見ていたのである」37と述べ，そ
の写真が表すのは性的衝動が排除された，無性化
した身体であると結論づけている。

エイコ＆コマの裸体もまた，無性化した身体と
いえるほど，性が前面にでないような構造になっ
ていた。その裸象は自然界の多種多様な質感を表
すように，ざわざわしたり，ごつごつしたり，な
めらかであったりと五感，特に触感にうったえる

ような多様な質感を有するものとして，描かれて
いる。それはあたたかさ，安心感，なつかしさ等々，
深層に眠る人間の記憶を呼び覚ますようなもので
ある。彼らの場合，そこにさらに持続的変化，つ
まりダンス特有の時間性・力動性を活かす形で，
自然に調和する人間の姿を表したといえよう。

V．結論

本研究ではまず文献研究からエイコ＆コマの裸
体観を検討した。その結果，彼らにとって裸体と
は，人間という枠組みからの解放し，自然に還す
ための手段であることが明らかとなった。裸体を
通して弱く無防備なからだ，そして五感に訴える
ような肉体そのものの美を提出することを目指し
ているといえる。

次に，５つの裸体の映像作品の分析を行った結
果，「時間・力動・空間的側面における連続性」，「身
体的側面における多面性」という二つの特性を導
きだした。身体は途切れない時空間の中で部分的
に切り取られ，意識化されない部位が前景化され，
皮膚や骨などの質感が浮き彫りとなっていた。そ
の質感は，舞台美術である木の葉や土など自然の
風景の一部として描きだされていた。これは，彼
らの思想的基盤となるアニミズム的自然観の反映
と見なすことができるだろう。　 

本稿の冒頭でも触れたように，裸という表現手
段は時に性的な観点からのみ注目を集めてしまう
傾向にある。裸体に付随するセクシュアリティ，
社会体制への問題提起として裸体に着目するアー
ティストも多い。しかし，エイコ＆コマにとって
の裸体は思想的にも性を主題にするものではなく，
具体的な作品の中でも性的な刺激を喚起する猥雑
的な表現とはほど遠いものであった。裸体とは肉

図17　ビル・ブラント
East Sussex Coast（1953）

図18　ビル・ブラント
Nude, Baie des Anges, France,（1959）
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体そのものを提示するためであり，彼らはそれを
性的リアリズム性を抑制した形で実現したといえ
るだろう。

［図出典］
図４

個人蔵　Eiko & Koma, Breath, Videographed 
June 8 and 15, 1998 at the Whitney Museum 
of  Amer ican Art ,  New York ,  NY,  by 
Jerry Pantzer. Edited by Eiko & Koma in 
collaboration with Jerry Pantzer.

図７・図８・図15
個人蔵　Eiko & Koma, Lament, Videographed 
July, 1985 at the Triplex Theatre, New York, 
NY. Edited 1986. A collaboration with James 
Byrne.

図９・図10・図14・図16
個 人 蔵　Eiko & Koma, Husk, Videographed 
May, 1987 at the Kampo Cultural Center, New 
York, NY.

図５・図12・図13
個人蔵　Eiko & Koma,　Bone Dream, at Arc 
Studio, New York, NY.

図６・図11
個人蔵 Eiko & Koma, Undertow, Videographed 
August, 1988 at Jersey City (NJ) Stage 
College. Edited by Eiko & Koma and James 
Byrne.May, 1987 at the Kampo Cultural 
Center, New York, NY.

図17
http://www.faheykleingallery.com-BILL 
BRANDT_05

図18
http://www.faheykleingallery.com-BILL 
BRANDT_07
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2	 Kourlas, Gia.“The Essentials of Dance.”New 
York Times 12. Feb. 2006. 裸 体 に よ る 作 品 を 手
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ミニマリズム」が指摘されている。Garafola, Lynn. 

“Variations on a theme of Butoh,” Dance Magazine  
Apr. 1989, pp.66-68.しかし，一方でエイコ＆コマは
どの様式にも分類できないとする見方もある。“they 
are known quantity-not categorized as modern 
dance, postmodern dance, or butoh-just two unique 
and powerful artists.”Jowitt, Deborah. “Dancing in 
Tune with the Earth.” Dance Magazine Apr. 2006, 
p.43.彼らのダンスが舞踏に分類されるか否かについ
ては，様々な見方のある「舞踏」の枠組みを明確に
する必要がある。これは論文の趣旨からずれるため，
彼らの舞踏家としての位置付けの是非については本
論文では保留する。ちなみに，彼ら自身は「舞踏家」
と枠づけられることに対して否定的である。彼らは
様式分類的な枠組みから常に自由であることを望ん
でいる。その上で，あえて自己規定をするとしたら，
社会において芸術に共感し，芸術を生み出す人を作
ろうと働きかける「文化的アクティビスト（cultural 
activist）」であると述べている。尾竹永子　学習院
大学講演・ワークショップ　2006年６月29日。

7	 Belans, Linda. “Eiko and Koma: how times have 
changed.” The News & Observer  27. June 2007.

8	 Ariai l ,  Kate Dobbs .  “Looking Toward the 
Future: Eiko and Koma at ADF.” Classical 
Voice of North Carolina   http:..www.cvn.org/
reviews/2007/062007/ADF7.html

9	 裸体によるダンス作品に関しては，批評文など受け
手側の情報が多く，作家の思想が埋もれてしまう傾
向にある。そこで，本研究においては，裸体に関す
る作家の見解を掘り下げて検討することを試みる。

10	 彼らの裸体に対する考え方を知る上で重要な手掛か
りとなったのが，尾竹永子氏を講師として招聘し
2006年６月29日に学習院大学で行われた，尾竹永子
氏による「体，影，ロマン，愛，記憶」と題する講
演・ワークショップ（学習院大学身体表象文化学主
催の連続講演会「越境する愛　交差するジェンダー」
の一環としての企画），また2007年12月17日，21日



－35－
『舞踊學』第32号　2009年
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